
 

農研機構市民講座のご案内  
 

演 題：温暖化が進むと、野菜を食べられなくなるのか？ 

講演者：岡田
お か だ

 邦彦
くにひこ

 

（農研機構 野菜花き研究部門 野菜生産システム研究領域長） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日 時：平成 30 年 5月 12 日（土曜日）10:00～11:00 
場 所：食と農の科学館（茨城県つくば市観音台３－１－１） 
参加費：無料。どなたでも参加できます。 
申込み：農研機構の以下の URL からお申し込みください。 
    https://pursue.dc.affrc.go.jp/form/fm/naro001/shiminkouza20180512 
 
お問い合わせ：農研機構本部 連携広報部広報課（TEL：029-838-8980） 
 

※農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネームです。 

内 容 
果樹生産や漁業では温暖化の影響が見られ始めています。２年続きで価格高騰

があった野菜には、温暖化が進んでくるとどのような影響があるのでしょうか。 

野菜生産は、他の多くの作物生産とは異なる特性を持っているため、生産者に

はかなりの影響が予想されますが、消費者に対する影響は、果樹生産や漁業ほど

顕著なものではないと考えられています。これらについて温暖化をキーワードに

解き明かしていきましょう。 

 

申込 QR コード 

講演内容の一部を紹介 

温暖化が進むとレタスを作れなくなる地域が出て来るのだろうか？ 


